家庭でできる日本一簡単でお金のかからない英才教育法 ( 後 藤 仮 説  )　
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はじめに
　
2013年3月10日東京大学合格発表で愚息が東京大学理科Ⅲ類に幸いにも合格して、早いもので１年以上が経ちました。小学校,中学校,高校と特に大手の進学塾や予備校にはほとんど行っておらず、駿台予備校(福岡市)で一浪したとは言え福岡県の無名な高校から理Ⅲに合格したのですから、皆様から賛辞の言葉と同時に「どんな風に育てられたのですか」とよく聞かれました。その高校では、20年に1回ぐらい、しかも1人だけしか東大には合格しておりませんし、理Ⅲは開校以来皆無でしたから、皆様の疑問はごもっともでしょう。
　
「お父様が優秀だし、しかも、学習塾を経営されているから、特別な英才教育をされたのでしょうし、いろいろ鍛えられたのですね。」などとも、よく言われました。
しかし、実際のところ、小学校時代は本当に簡単なことしかしておりません。これは、英才教育といった仰々しいものでもなく、家庭で両親ができる簡単なことです。習慣化すれば、こんな簡単なお金のかからない方法はないのではないかと思います。
　　　　　　　　　　　　　
私は自分で学習塾を開き長年経営していますので、それなりに英才教育論は持ってはいますが、少々変わっています。自分では遅咲き教育論とでも呼んでいます。
　簡単に申し上げますと、小学校時代からで詰め込み型の英才教育を受けなくても、小学校時代に計算力と読書力のベースさえ作っていれば、高校から戦略をもって地道に勉強量を上げることで東大理Ⅰ位レベルは合格できる、さらにコツを掴んで自分にあった自分の受験法を編み出せば東大理Ⅲや京大医学部でも、どんな難関大学でも合格できるというものです。このやり方は現在の受験業界の主流である早期詰め込み先行逃げ切り型指導とはまったく反対に位置します。それでも成功できるのだと思います。
　
一部少数の天与の才のある生徒を除けば、大多数の生徒は高校後期頃に数学の抽象力,論理力,洞察力等がしっかりついてくると指導経験的に感じています。この時期にしっかり勉強すれば大丈夫と思っています。(東大レベルの受験数学はこの素養が問われます。)
ただし、そのためには小学校卒業するまでに、ある程度の下地を作っておかないと成功率が下がるでしょう。その秘訣がこれから書くことなのであります。
　
私が塾業を始めたのは息子が3歳の頃でありますが、小学生の勉強も指導してきましたので、いろんな教育関連の書籍を読んで、共感できるものを吸収して自分なりの英才教育法を作りあげていきました。このやり方を応用して、家庭での息子の教育に適用しました。これは習慣化さえすればただで行えるし、いまでも、効果があるとは自負しています。何しろ簡単です。お金もいらない。親の日々のちょっとした継続的な努力が必要なだけです。
ただ、英才教育分野は自然科学の実験のようにしっかりとした客観的なデータを取ることが困難ですし、しっかりした評価基準がわかりません。さらに、教育論を論ずることは自由度があって論じる当人にとっては快感であります。そのため、世の中に我こそはと、様々な多種多様な英才教育論が出版されるのでしょう。
　以上のような点を踏まえ自己陶酔型教育本を避けようと、私自身が何を考え、何をどうしていったかをたんたんと正確に記述することで、読んできださる方々が自由に評価し、参考にしていただければ幸いです。
但し、参考にして実施される場合はその結果については、責任を負いかねますのでご了承ください。株などの投資と同様で自己責任でお願いします。そういった意味を兼ねて、副題が後藤仮説なのです。とは言っても、この本で書かれた方法を取り入れられて、勉強の面で有害になることはあまりないとは思います。
欠点といえば、子供がやけに大人なぶって理屈っぽくなり親のいうことを聞かなくなるとか、反抗期に理論武装されて親を言い負かすとか、そういった小さい弊害はおきるでしょう。でも、反抗期の子供も自分が大人になって、自分が昔考えていたような完璧な大人などはいなくて、自分もいつまで未熟な人間であるとわかった時、親を許せるようになり親への優しさやいたわりを持てるようになるものです。それは自立への道なのです。それまでは`葉隠れ`の侍になったつもりで待ちましょう。
この教育手法で頭脳は明晰になるのは確実なので、中学校に入学するまでに、親と子で旅行、地域活動や様々な共同作業を通じて、親子の情を温めあいましょう。智だけでなく情も深い子供が育つことをとみにと願っております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2014.12.07  後藤浩一
1. 自己体験：我が母の教育
私の亡き母は父と結婚する前の数年間小学校の教員をやっていました。そのため、子供の教育には非常に熱心で、結構スパルタ的なことをやっていました。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
また、私の幼い記憶には姉達が相当しかられ勉強机にすわらされていたのが強く残っています。姉達の話によると、木の棒をもって仁王立ちして、姉達が勉強している後ろで監視していたそうです。勉強に集中していないとその棒でたたかれたということです＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。親の気持ちが今は良く理解できますので、母には本当に感謝しています。子供への教育のあの情熱とエネルギーは素晴らしかったと尊敬しています。
さて、姉達へのスパルタ的な教育は、唯一男の子供の私には不思議なことに実施されませんでした。逆に、スパルタとは全く対照的に非常に温和に接してくれました。末っ子の要領の良さで、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。)
　
ですから、小学校の間は日々屋外で遊び、楽しい日々でした。
ただ、学校から帰ると遊びに行く前に30分間位は宿題や計算ドリルなどを含め、母から机に強制的に向かわされ勉強させられました。それが済めば外出できて、友達と外で体を思いっきり動かしていろんな遊びをして夕飯近くに帰るといった生活でした。夕飯後も勉強した記憶はあまりありません。
　
また、小学校2年ごろから、夜寝る前に母の前で年齢に応じた物語を音読させられました。15分間程度だったと思います。3年生の終わり頃まで、その日課は続きました。また、経済事情に似つかわしくなく家には本があふれていました。姉達のお下がりの童話や図鑑やなどを私は興味深く何回も読んだものでした。また、日本と世界の文学全集(作者別、計約100冊)が立派に応接間の棚に並んでいました。小学生の私は挿し絵を見るのがすきで、よく開いたものでした。もちろん、小学生の私にとっては難しくて読んではいません。
　学習塾通いといったことはあまりさせられませんでしたが、そろばん塾を3年生から2年間ほど通わされました。おかげで計算力はしっかりとつきました。また、5年の１年間は書道塾に通わされましたが、これはさほど効果はなかったように思います。
さらに、小学校6年生の秋口から、有名進学塾の選抜試験対策のために、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
　
精神的なこととしては、母にはよく励まされました。
「お前は３月末生まれで誕生日が学年で最後の方だから体も小さく勉強もクラスのみんなに劣っているところもあろうけれど、大器晩成であるので心配せず、がんばっていけば必ず成功するから」等とよくいわれたものでした。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
家庭での教育にどんな考えがあったのか生前の母に聞いておけばよかったと思いましたが、この経験はしっかり私の中に生きております。
2　自塾での指導経験
　
自塾を開いた当初からメインの高校生や浪人生の大学受験指導と並行して、保護者様のご要望が強く中学生や小学生も教えてきました。システムは1対１の個別指導ですので、一人一人に適したカリキュラムや教材を考えて試行錯誤しながら指導を向上させてきました。小学生の保護者様からのリクエストは小学５年生以下については算数と国語の英才教育、小学６年生については私立中学受験が主体です。
　
20年弱前に塾を始めたときでも、英才教育は世間に流行っていまして、さまざまな教育法が本屋で見＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。。
どれをとっても、理論形態は立派なことが書かれており、どれが正しいのか本当に悩みました。なにせ英才教育した結果をどこで判断するのかがあいまいです。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。。
ただ、大学受験生を教えている立場からいえば、将来の大学受験で困らないような頭脳開発的なスタンスで小学校の英才教育を捉えようと決めてはいました。
悩んで困り果てたときに、本屋で『見える学力見えない学力』(大月書店　岸本裕史著)を偶然見つけて、購入し一気に読みました。まさしく、これは母が私に実践してくれた教育法だったのではないかと感じまして、衝撃が走りました。
母はよく何かの講演会に＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。岸本流教育法を講演会で学んだのではないかと推察しています。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。。
岸本先生は小学生の頭脳の発展状況、家庭環境、学習内容・方法などを学年ごとに多岐にわたり詳細な部分まで展開されており大変参考になります。
私見では、小学校時代に①算数の計算力を鍛え、②国語の読書量を豊富にしていれば、中学以降の勉強にそう落ちこぼれることはないことにまとめられると思います。岸本裕史はすでに故人であられますが、百枡計算表もこの方が＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
母の私への教育も、私にそろばん塾に行かせたり、いろんな本を読む環境を整えたり音読をさせることなど、上記の岸本流教育法の➀と②に対応しています。
そこで、岸本氏を参考にして、自塾で実施する私流英才教育法は、①算数の計算力とくに
スピードを養う、②読書量を増やして、要約力を高める、以上の2点を中心にしました。この２本があれば中学か高校で本人がやる気を出して自ら本気で勉強し始めたら、旧帝大系の国立大学はいけるだろうと自分の経験から推察していました。
　
➀計算力は非常に大切です。問題を解く上でも、計算力がある方がこなす問題量が格段に多くなり、さらに文章題も多くこなせるので算数がますます楽しくなります。日常生活でも計算が早くても困ることありません。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。　
　　
②の「読書量を増やして、要約力を高める」の要約力を高めるというのはとても大切だと思います。ただ、本を楽しんで漫然と読むのではなく、その本が言いたいところは何かとか、何故作者はこういうふうに結論づけるのかとかを考えながら読むことは、すべての勉強の基礎＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。。
　さらなる利点としては、要約力がついてくると読むスピードが速くなります。昨今＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。頭の回転が良い生徒はこの要約力が適確で優れているのが共通です。
　
読書量を増やしても、それを要約して大意や要旨をつかむ練習をしておかないとないと、折角の努力が報われないと思います。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。大学受験時に、センター試験を含め、現代国語で困らない生徒はこの要約力が優れています。小学校の時からこれを訓練していれば、鬼に金棒です。
個人的な話になりますが、何＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。小学校卒業の記念に読書感想文を書くように担任の先生から命じられました。その時の私は、時間の歴史を詳しく書いてある本を図書館から何故か、選んでいました。正確な本の題は忘れましたが、当時の私にとっては大変難解な本でした。そのため、感想文の90％位はその本の要約してあらすじを書き、感想を１０％でまとめました。その時、脳が鮮明になってきたと言うか、自分が変わった感じを持ちました。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。その延長線で中学入学後直ぐの市内一斉実力テストで校内一番になりました。その後は順調に学力を伸ばし、当時全国的に三大進学校として名をはせた最盛期の鹿児島ラサール高校へ、そ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。。要約力は”恐るべし”と思います。
小学校時代の昔の私を知っている人は、「あんな子が何故そこまで行けたのか？ どうせガリ勉ばかりしたのだろう」と思っているでしょうが、自分には脳がプチーンとグットきて。スイッチが入ったあの瞬間が不可能を実現させるきっかけだと自覚しています。
それでは、以下に自塾での英才教育の内容を具体的に説明いたします。
2.1 国語指導内容(小学校5年以下の場合)
まず、各学年に応じて、とっつきやすい物語集を用意します。
小学校1,2年の間はとりあえず読書量をふやし、本好きにさせるのが優先されます。後述するような要約作業は軽めにします。岸本教育法によると、この年代の子供は声に出しながら自分の言いたいことをまとめていく段階で、声を出さずに頭の中で内声しながら思考する段階ではないそうです。ですから、15分ほど童話などを中心に音読させます。その後、あらすじや感想を聞いて、声を出して発表させます。時々、こちらから、違った意見を投げかけて考えさえ、反対意見を言わせます。会話調で授業を進めます。週１回１時間程度を実施し、家庭でも同じようなことをできれば毎日、最低でも週2,3回ぐらい実施してもらえるようにご両親に依頼します。
3年生以上になると、内声で思考する力もついてきますので、上記作業に加えて書く作業をいれます。5,6年生には、物語と(講談社青い鳥文庫)は並行して、論説系の本を（ジュニア文庫）を用意します。
授業では、まずは１5分間位を用意した本を読ませます。そのあと、あらすじをノートに書かせます。手が進まない生徒には、各段落ごとに大切な個所に線を引くように指導して、その下線をまとめるようにさせます。各章ごとにまとめさせて、その後、これらをまとめて、その半分の量を目指して全体のあらすじをまとめさせます。さらに、これを元に作者の言いたいことを2，3行でまとめさせます。最後に、それに対して、自分はどう思うかを数行書かせます。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
　
現在の発行の本でしたら、以下のようなものを推薦いたします。小５以降は論説系もいれっていくと良いと思います
　　　小学校1,2年生
　　　　幼稚園からの続きの児童書、絵本、物語を選べばよいでしょう
　　　　　；ネコのタクシー、ももいろのきりん、三匹の子ブタ　他、
　　　小学校3,4年生
　　　　物語の世界をもっと多様にして、名作を読めば、好奇心が旺盛になります。
　　　空想力豊かな世界を提供できます。
　　　　　；小公女、ガリレオ旅行記、15少年漂流記、ドリトル先生生物物語　他
　　　小学校5,6年生
　　　　人の微妙な心情を扱った物語を中心にして、さらに易しめの科学の読物がおすすめです。
；芥川龍之介短編集(杜子春、鼻など)、赤毛のアン、ああ無情
　科学的読物：小さな博物誌（河合雅雄）、ファーブル昆虫記
　数の数え方（日高敏隆）他
　自塾で、週１回程度1時間ほど指導すると、2,3か月で随分違ってきます。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。あとは、文章のレベルを上げたり、その題材についての予備知識でなどの雑談をして、教養を高めさせます
さらには、書く力をさらに向上させるために、学校の読書感想文コンクールのシュミレーションとして、月１回位、１時間を与えて感想文を書かせます。もちろん、学校のコンクールには積極的には参加させます。
2.2 国語指導内容(小学校5,6年:中受験の場合)
まず、私立中学校の入試問題集を用意します。市販でもいいですし、塾専用教材でも構いません。
　まず、全文を2,3回読ませます。そして、段落ごとに作者が主張している箇所に、主要文に下線部を引いてもらいます。そして、全体の要約を数行かかせます。その後１，２行で要旨を書いてもらいます。その後、問題を解かせま＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
2.3　算数指導内容　(主に計算力向上プログラム)
　
百マス計算表をパソコンで自作し、授業の初めに最低15分はやらせ、家での自習用にプリントを配布しました。レベルは本人の学年と資質に合わせて行います。
2,3か月すると、計算スピードが上がるので、算数の問題を解くスピードがあがり、加速しますレベルを上げて、いろんなバージョンを作りました。一部を以下に紹介します。
　　
一けたの足し算表
	    　　　　年　　　月　　　　日
	
	
	　所要時間　：
	
	
	

	　＋
	5
	7
	0
	9
	3
	2
	4
	6
	8
	1

	3
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	1
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	7
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	5
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	2
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	8
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	6
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	9
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	4
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	0
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


二桁÷一桁　書き方　商/余
	    　　　　年　　　月　　　　日
	
	
	　所要時間　：
	
	
	

	　÷
	5
	7
	10
	9
	3
	2
	4
	6
	8
	1

	46
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	28
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	99
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	54
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	24
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	64
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	34
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	14
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	22
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	24
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


二けたの掛け算
	    　　　　年　　　月　　　　日
	
	
	　所要時間　：
	
	
	

	×
	5
	17
	11
	13
	2
	23
	41
	29
	3
	53

	3
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	11
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	29
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	5
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	2
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	17
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	41
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	3
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	53
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	23
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


その他
一けた＋二けたランダム足し算
二けた×二けたランダム掛け算
素数だけの足し算
素数だけの割り算
マイナスがでる引き算
様々なバージョンができます。正解は計算機で出してもいいですし、表を作成したソフトでの計算機能を使えばさらに楽です。私の場合は、EXCELでcopy機能で同じ表を作成し、Σ機能で正解表を手際よく作成し、宿題には正解表も添付していました。
　
また、目標時間を設定し、ストップウォッチで時間も計らせ、各自の最短時間向上を目指させました。間違い一か所につき10秒ペナルティーなどを負荷して、ゲーム感覚で楽しんでやらせました。生徒は結構、乗って楽しむものです。
　この、百マス計算練＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
　
小学校特有の鶴亀算や天秤法などの特殊な方法のみで教えた方が小学生の頭脳発展には優れるので方程式な解き方を禁止している流派の学習塾が主流ですが、私自身がそんなものは習っていなくてもなんとかなったので方程式的に指導しています。どちらがいいかはよくはわかりません。
3． 家庭でできる英才教育
3.1　息子の場合
小学校に入るまでは、特に何かしたということはありません。幼稚園に3年間通っただけで、英才教育と呼べるものはほとんどしていませんでした。ただ、週末は図書館に連れて行って、数時間は過ごさせていました。
　
小学校1年から知り合いの勧めで地域の少年野球クラブへ入りました。これが予想以上にハードでした。ほぼ平日は毎日夕方から夜7時＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。私の経営する塾で勉強を教える暇もありませんでした。　　
　結果的には、野球は6年間やりまして、息子の小学校での勉強にはほとんど直接には指導しませんでした。自分の仕事が忙しく時間がとれなかったこともありましたが、前述しましたように私自身はこれといった英才教育など受けたこともなく小学校から塾で勉強詰めの世界とは無縁で毎日外で体を動かし友人と遊んでいました。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
　
とは＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。次節にその具体的内容を説明し、家庭での後藤流英才教育法を提案していきます。
3.2  国語　
少年野球で忙しかったのですが、取りあえず、図書館へ暇があったら息子を連れていきました。時間がなかった時＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。日常会話で最近読んだ本を聞いて、そのあらすじを聞きます。そして、何がこの本はいいたいのかなど聞きます。この時は、合の手をいれるぐらいであまり口を挟みませんでした。親と子の対話を楽しむ感じです。子供には悟られないように、さりげなく頭脳を刺激するのです。会話力です。これは、大したことないようなことですが、これを繰り返していくと、自分でいろんな場面で要約力を発揮できるようになります。
これを応用して、マンガばかり読んでいるお子さんにも、そのマンガのあらすじとか面白い点とか今後どういう展開になるのとか聞いて会話＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。マンガからくる情報を要約し、作者の意図を読む訓練はできるものです。そのうち、本好きになってくれればさらにいいです。
また、テレビは長時間見る癖を小学生の間につけさせないことが大切です。これは親がテレビを見ない姿を見せる必要がありますが、仕事上夜は、ほとんど私は家におらず、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。小年野球の練習疲れでテレビを見るよりは早く寝ていたようです。
もしテレビばかり見ている子供になってしまったら、こうしたらいかがでしょう。
「どんな番組だったの？面白いところはどこかな？」など話かけてんどん要約させましょう。テレビをたた見ているという受動的な立場から、少し引いて評論する立場に追い込んでいけばよいのです。番組を作る方の立場を意識するようになることもあるでしょうし、テレビのくだらなさに気がつくかもしれません。
以上の例以外にもいろいろなパターンで要約力アップ会話をさりげなく、子供がうんざりしなくならない範囲で楽しんでみたら如何でしょうか。毎日でなくてもよいと思います。週１，２回の15分位の会話でもいいのではないでしょうか。取りあえず、子供の頭脳に要約するぞという刺激を与えるのです。
なお、私が母にさせられた寝る前の音読を息子にはさせませんでしたが、小学校1,2年の間は週末にやっても良いと思います。
3.3　算数　(　計算力養成　) 
　
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。、そろばん塾に行かせたかったのですが、それは無理そうだったので実現できませんでした。
その代り、小学校低学年から中学年まではトランプ計算遊びを親子で暇なときに楽しんでやりました。日曜など夕方は長時間やりました。また、いろいろ勝手にルールを作って、飽きないようにやりました。
　たとえば、
2枚出して和が多い方が勝ちで勝者が相手の出したカードの2枚をもらえる
3枚出して和が多い方が勝ちで勝者が相手の出したカードの3枚をもらえる
2枚出して積が多い方が勝ちで勝者が相手の出したカードの2枚をもらえる
　　　　 4枚出して総和の多い方が勝ちで勝者が相手の出したカードの4枚をもらえる
（計算はその場で両者で暗算で行い、一致しなければ計算機で確認する）
　その場のアドリブでいろんな遊び方を考えて実施し楽しんでいました。
5,6年になりますと、百マス計算表も与えました。本人が面白がって多量に要求しましたので、多種多様に自作した百マス計算表を提供いたしまた。引き算もマイナスの概念を入れて教えていきました。また、お遊びで素数計算のも用意しました。平均して、1日４～５枚換算で週の初めに本人に渡していました。これは、小学6年生の終わり頃まで続きました。
パソコンで熟練された方なら、ご家庭で自由に作成できると思いますが、市販のもありますので、ご活用されてはいかかでしょうか。
ただ、トランプ遊びが簡単で親子で楽しめますのでこちらの方がおすすめです。
3.3 運動神経　家庭でできる英才教育法
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。。
自分の場合は小学校時代、日々外で体を動かし遊んでいましたので瞬発系、敏捷性は優れていました。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。しかし、受験戦争には、幼い頃から養った敏捷性や機敏性が活躍したのではないかと自分で分析しています。
また、その当時＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
　
以上のようなことを信じていましたので、小学校低＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
3.4 精神論のようなもの
　
息子は小学校６年間少年野球をやったのですが、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
　たまに、試合を見に行くとほとんど＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
　「　お前は、野球で試合にでれなくても、頭はいいのだから、将来は頭脳で勝負したらいいぞ。大成功まちがいなし。だから、大丈夫だぞ。」などと、いろいろ、励ましていました。　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
3.5 その他　
　
　　➀息子には先取り学習や私立中学受験指導主体の大手の塾には行かせませんでした。公式や問題を多量にやらされ硬直化した頭脳になってしまうのを恐れたのです。実際は、少年野球で行く暇がなかったというのもありますし、大手の塾に行かせるより自分で数学の英才教育を本人にやった方が良いと思っていたからです。
　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
。
　　②岸先生が著作で子供時代にいろんな処へ旅行に行って、未知の体験をして頭脳を刺激すべきだと述べていらっしゃいました。これは当たっているのかもしれません。
　自身は＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
なにか、狭く窮屈な感じでした。小学校3年に友人と市内の繁華街の映画館へ行った帰りに、友達にはぐれて迷子になり、警察のお世話になった位の世界の狭さでした。　　
息子の場合は、少年野球の練習試合で県内や隣接県へ土日、夏春休みなどへ車で遠征していました。また、妻の実家によく遊びに行っていまして、そこで全国各地へ旅行の連れていってもらいましたので、自分の子供時代に比べると、随分大人びている感じでした。
4．英才教育へのヒント
　
小学生時の教育は本当に重要でありますので、親御様や学校の先生方は大変責任があって激務だと思います。ただ、私塾を経営する立場から、家庭や学校でこういうことをやってくれると、もっと塾で進んだ英才教育ができるのにといつも思ってきました。
まるで、自分が文部科学省の事務次官になったつもりで偉そうに夢想していました。これが、英才教育へのヒントになればよいかと思い、記しております。
4．1　土曜日の午前中も授業を行う。
　　「 鉄は熱いうちに打て」です。我々の小学校時代は、土曜の午前中も授業がありましたし、それが普通と思うのです。12歳までは、勉強中心の生活でいいのではないでしょうか。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
4．2　計算力を上げる訓練を週2回はいれる
できれば、火曜と金曜、水曜と土曜というふうに日を開けて、計算力アップの授業をいれたらよいのではないでしょうか。教材は百枡計算、計算ドリル、文章題などなんでもいいのではないでしょうか。また、本格的にそろばんを習わせてもいいと思います。
　計算力があることは、生きる上でけして裏切らないと思います。　
4．3　小説や易しい科学の本を読ませてあらすじ書きをさせる。
各人に図書室から好きな本を借りてこさせて30分ほど読ませ、残りの時間であらすじ書きをさせる。2年生頃までは、本好きにさせるためにこのあらすじ書き過程は省く。
また、5年以上は要旨と感想文も書かせる。
こ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
4．4　日本語の文法教育を小３から行う。
日本語は助詞や助動詞のおかげで様々な文形ができて、他の言語と比べると文法的に自由度があります。主語は文中にどこに置いてもいいし、語尾の変化で様々な状況を表現していきます。
この日本語の文法の仕組みをしっかり理解することで、分析力や思考能力があがりますし、将来、外国語を学ぶときに比較ができてその習得が容易になると思います。
また、敬語の用い方がわかるし、文法で文章をみる習慣ができると分析力がつくものです。　
4．5　英語より漢文や古文教育を小５から行う。
　漢文を読むことで、漢字の教養がつくし、返り点をつけることで、英語のような文法体系を理解できます。また、現代日本と違った文化教養を知ることになり、いい刺激になるのではないでしょうか。たとえば、三国志などを教えれば、いかに大人の世界が謀術の世界であるか感じ取られると思いますし、漢詩を教えれば、教養や風流な感覚も養えると思います。平家物語等読めば、日本古典の教養もついてきます。
4．6　英語教育は発音だけで、本格的には中学校から行う。
英語教育の開始時期には様々な論議がありますが、日本語でしっかりと思考できる能力をつけることの方が大切だと思いますので、日本語教育をしっかりと小学校の間はすべきだと思います。
何故、そう判断するのかと申しますと、大学受験生の難関大英語長文の指導を行う中で、現代文の学力が低いとやはり点が取れないことに気が付いたからです。日本語でしっかり論理的に考える能力が高い生徒は、英語長文読解力を鍛錬させると、最初は英語を和訳しながら頭の中で英長文の論理構築を行い、設問の答えに高い確率で正解をだせるのです。そのうち、頭の中で英語と日本語が混在した感じになれば、どんな難関大学の英語長文をしっかり読めるようになります。
現代国語の長文の読解力がない生徒はこうはいかず、なかなか伸びません。こういった場合には、私は国語の現代文問題集をやらせ、ある程度の日本語読解力を鍛えてから指導します。その方が遠回りの様ですが、かえって近道なのです。
ただし、発音に関しては、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊発音練習だけ週１コマいれとけば良いのではないでしょうか。
4．7　鶴亀算や天秤法など小学校算数に加えて方程式教育をいれる。
小学生の間は方程式を使わず、鶴亀算のような特殊な演算法でやった方が早いし、頭の回転、洞察力がつくといった意見もありますが、並行して方程式でやる方法も教えても良いのではないかと思います。特殊な演算法が苦手でも中学校で方程式を用いて解く数学に熟練することで、数学が好きになって学力が格段伸びた生徒を多く指導してきました。5，6年生には特に進めていただきたいと思います。
4．8　体育は毎日行う。体育専門教師を常駐させる。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
4．9　添加物についてなどの食事の教育をしっかり教える。
長年指導してきますと、集中力の欠如した生徒や計算ミスの多い生徒にはある共通点があることに気が付きました。
砂糖の害についいては、ウィリアム・ダフティ『砂糖病シュガー・ブルース』などの多くの著作がありまので、参照ください。
　　　
加えて、最近の子供は添加物こんもりのお菓子やパンを食べすぎているのではないかと危惧しています。コンビニに塾帰りの小学生が大挙し、添加物や砂糖満載のお菓子を買いあさっているのをよく見かけるのですが、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　　　
計算ミスの多い生徒から私にその相談されるとき、決まって上のような話をし、なるべく砂糖を取らないようにアドバイスします。そして、これを守ってくれた生徒は確かにイライラもなくなり、集中力も増し、ミスも少なくなります。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　　　　　
4．10　手先の器用さを鍛える
　　　最近の子供たちを見ると、鉛筆の握り方が大変乱れています。特に多いのが、げんこつ握りです。この子たちは、いくらうまく教えてもあまり学力が伸びません。
何故かというと、書くスピードがものすごく遅いし、書くのが面倒な持ち方なので黒板の数式などをノートに写すようにいっても面倒くさがって一部しか書かないのです。
書くスピードが遅いと、自分の思考を表現するスピードが上がらず、大学入試などで圧倒的に不利になります。中学高校でも伸びません。
　　　また、細かく書くこともできません。まるで、幼稚園児が書くように大きな文字で答案を書いてしまいます。これも、大学入試などの答案作成に支障をきたします。
　　　親が何故指導しないのかと思いますが、親自身が正しい鉛筆の持ち方をしていなし、知らないのではないかと推察します。小学校の1，2年でしっかりと正しい持ち方を教えて欲しいと思います。　
あとがき
　このレポートを書くことで、自分の教育法を整理できたとかとは思いますが、常に進歩向上をめざしていますので、また変わっていくでしょう。これは、この職業を続けていく限り続くものと覚悟しています。
　よって、現時点で、いえることを書き上げましたが、世の中のご両親にお願いしたいのが、小学校から大手の進学塾に子供をほおりこんでおけば大丈夫ということを思わないでください。子供の頭脳だけは一人前にしたいのなら、家庭での教育が重要です。
是非、一度、岸川先生の著作を読まれて、自分なりに応用されてはいかがと思います。
2014年12月吉日 後藤浩一
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